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まず 1つ目、休憩時間が 15時 25分から 40分まで予定されております。この中で質問票を回収し



































































































































































































Are there an East and a West in Philosophy?
─ The Potential Power of Japanese Philosophy
Dr. Ryosuke OHASHI







































































































本哲学会は 1年に 1回ですが、ドイツ哲学会は 3年に 1度です。日本人として話をするわけですので、




































































































Are there an East and a West in Civilization?
─ Japan as a global hub of civilizations
Dr. Heita KAWAKATSU












































































































































































































































































































































































































































































































ちなみに富士山の世界文化遺産登録は 3年前 2013年の 6月 22日、カンボジアのプノンペンで全
ての委員が賛成意見を述べて全会一致で決まりました。日本の登録申請名は「富士山」でした。ユ
ネスコ世界遺産委員会が、それでは富士山の価値がわからないので、言葉をつけ加えるように提案

































































































































































































































































































































































































































































































































































































118 「『日本の普遍性』を問う ─ 『見るもの』から『働くもの』へ」
ジウムで得ることができたらば、主催者として望外の幸せでございます。
若干おくれましたけれども、これをもって京都産業大学世界問題研究所 50周年のシンポジウムを
終わりとさせていただきたいと思います。ご清聴どうもありがとうございました。（拍手）
司会　フロアの皆様も本当に一緒にご参加いただきまして、ありがとうございました。
アンケートが同封されているかと思いますので、できましたらそちらのほうにご記入いただいて、
入り口で回収していると思いますので、お返しください。どうぞよろしくお願いいたします。
本日は、本当に足をお運びいただきまして、ありがとうございました。
119「『日本の普遍性』を問う ─ 『見るもの』から『働くもの』へ」

